






遺伝性代謝異常症ならびに保因者の診断には,血清・尿・唾液などの体液成分や赤血球・白

血球ならびに培養によって得られる線維芽細胞が試料として用いられてきた。しかし X染

色体性異常遺伝子のモザイク的発現を見出すことによる保因者診断やモザイク型染色体異

常症の診断は困難であった。 

本研究の目的は,試料採取が容易で,培養操作することなしに利用できる毛根を試料として

用い,X 染色体性あるいは常染色体性の代謝異常症とその保因者,染色体異常症ならびに和

漢薬効果に対する応答性の差異をもたらす体質を検査することのできる新しい系統的診断

法の確立にある。 


